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　東広島市都市計画マスタープランは、「第五次東
広島市総合計画」（東広島市策定）及び「都市計画
区域マスタープラン」（広島県策定）に即し、本市が推
進する都市計画の方針を定めたものです。

　また、施策・事業の実施にあたり、産業、住宅、建築
及び環境など、相互に関連することとなる他の分野の
基本計画との整合を図りつつ作成しています。

1．都市計画マスタープランの位置づけ
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３．都市計画マスタープランの位置づけ 

東広島市都市計画マスタープランは、「第五次東広島市総合計画」（東広島市策定）及び「都市計画

区域マスタープラン」（広島県策定）に即し、本市が推進する都市計画の方針を定めたものです。 

また、施策・事業の実施にあたり、産業、住宅、建築及び環境など、相互に関連することとなる他

の分野の基本計画との整合を図りつつ作成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 都市計画マスタープランの位置づけ 

 

  

東広島市のまちづくり 

都市計画に基づく施策・事業 

（土地利用の規制・誘導、都市基盤整備など） 

緑の基本計画に基づく施策・事業 

（公園及び緑地の保全と創出など） 

相互に連携して進める施策・事業 

（産業、農業、福祉、交通、住宅など） 

＜施策・事業＞ 

即す 

農業振興基本計画 

環境基本計画 都市計画マスタープラン 

地域福祉計画 

住宅マスタープラン 

緑の基本計画 

他 

＜基本計画＞ 

地域防災計画 

即す 

＜総合計画＞ 

第五次東広島市総合計画 

東広島市地域強靭化計画 

東広島市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

都市計画法 

都市計画区域マスタープラン 

反映 

東広島市策定 

広島県策定 

（都市計画区域の整備、開発及び保全の方針） 

・広島圏域都市計画マスタープラン 

都市計画マスタープラン 

（市町村の都市計画に関する基本的な方針） 

（法第 18 条の２） 

即す 

（法第６条の２） 

適合 

立地適正化計画 

（住宅と都市機能の立地に関する基本的な方針） 

※都市再生特別措置法第 82 条 

都市緑地法 

（緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画） 

（法第４条） 

緑の基本計画 

東広島市策定 

住宅及び都市機能増進施設の立地の適正化に関する
基本的な方針

※都市再生特別措置法第81条
（ ）

（市町村の都市計画に関する基本的な方針）

都市計画マスタープラン

立地適正化計画
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全体構想　都市づくりの理念



ゆとりと潤いのある
暮らしができる
都市づくり

目標年次 目標人口

①�良好で秩序ある市街地の形
成、居住環境の充実
②�地域特性に応じた都市機能
の向上

③�利便性の高い公共交通ネッ
トワークの形成
④�住民主体による地域特性を
活かした都市づくりの推進

令和１２年（2030） ２０２,000人

1
豊かな自然と
共存できる
都市づくり

①�自然環境や景観に配慮した
都市づくりの推進
②�公園及び緑地の保全・創出

２
災害に強い
都市づくり

①�防災・減災のための基盤整
備
②�上下水道・河川・港湾の整
備・充実

4
多様な人材と産業が
国内外から集まる
都市づくり

①�新たな産業基盤の形成
②�産業と生活を支える道ネッ
トワークの形成
③�国際学術研究機能と連携し
た都市づくりの推進

3

これからの本市の都市づくりは、人口の減少など、こ
れまで経験したことのないような社会経済情勢の変化
を想定しながら取り組んでいくことが求められています。

こうした中で、本市の特長である豊かな自然環境や
産学の集積及び既存の都市基盤などを活かし、さら
に充実した都市づくりを行っていくためには、都市を構
成する居住環境、労働環境、教育環境及び交流環境
などの機能を、地域特性に応じてバランスよく配置して
いくことが必要となります。

そこで、豊かな自然環境の中で人の営みが行われ
るとともに、地域内外の交流によって新たな価値が創
造され、住んで良かったと感じられるような都市づくりを
目指すため、都市計画マスタープランにおける都市づく
りの目標及び基本方針を次のとおり設定します。

目標年次は第五次東広島市総合計画に即し、概
ね10年後の令和12年に設定します。また、目標年次の
令和12年における人口を、令和2年から6,000人増の
20万2千人に設定します。

2．都市づくりの目標と基本方針

都市づくりの目標

都市づくりの基本方針

都市計画マスタープラン

夢と希望に満ちた「やさしい未来都市」
住み、働き、学び、交流し、活力と魅力が生まれるまちづくり

住み
市民一人ひとりが都市づ
くりの主役であり、移動な
どの制約が少なく、豊かな
自然環境と共生した快適
で利便性の高い都市

学び
大学や試験研究機関な
ど、優れた教育・人材育成
機能の集積を活用し、学ん
だ成果を活かせる都市

働き
先進的な研究と技術の融
合など、高付加価値のモノ
やサービスの創造が新た
な雇用を生む都市

交流し
交通ネットワークの利便
性を活かし、地域内外の
ヒト・モノ・情報の交流に
よって新たな価値が創造
される都市
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都市拠点

特定機能拠点

地域拠点（副都市拠点）

地域拠点（生活・交流拠点）

志和IC （仮称）八本松SIC 西条IC

高屋JCT・IC 河内IC

八本松駅 西条駅

西高屋駅 白市駅 入野駅 河内駅

寺家駅

東広島駅

風早駅 安芸津駅

上三永IC

下三永福本IC

馬木IC

大多田IC

黒瀬IC

西志和地区

八本松駅
周辺地区

鍛冶屋地区

久芳地区

西高屋駅
周辺地区

河内駅
周辺地区

中黒瀬
周辺地区

安芸津駅
周辺地区

東広島駅
周辺地区

広島大学
周辺地区

寺家駅
周辺地区

西条駅
周辺地区

山陽自動車道

JR山陽線

国道185号

山陽新幹線

JR呉線

国道2号

国道486号

国
道

4
3
2
号

国
道

3
7
5
号

東西軸（活力形成軸）

南北軸（定住促進軸）

将来都市構造図

都市拠点

特定機能拠点

地域拠点（副都市拠点）

地域拠点（生活・交流拠点）

志和IC （仮称）八本松SIC 西条IC

高屋JCT・IC 河内IC

八本松駅 西条駅

西高屋駅 白市駅 入野駅 河内駅

寺家駅

東広島駅

風早駅 安芸津駅

上三永IC

下三永福本IC

馬木IC

大多田IC

黒瀬IC

西志和地区

八本松駅
周辺地区

鍛冶屋地区

久芳地区

西高屋駅
周辺地区

河内駅
周辺地区

中黒瀬
周辺地区

安芸津駅
周辺地区

東広島駅
周辺地区

広島大学
周辺地区

寺家駅
周辺地区

西条駅
周辺地区

山陽自動車道

JR山陽線

国道185号

山陽新幹線

JR呉線

国道2号

国道486号

国
道

4
3
2
号

国
道

3
7
5
号

東西軸（活力形成軸）

南北軸（定住促進軸）

将来都市構造図

〈拠点地区〉

〈都市軸〉

都市拠点

特定機能拠点

地域拠点（副都市拠点）

地域拠点（生活・交流拠点）

志和IC （仮称）八本松SIC 西条IC

高屋JCT・IC 河内IC

八本松駅 西条駅

西高屋駅 白市駅 入野駅 河内駅

寺家駅

東広島駅

風早駅 安芸津駅

上三永IC

下三永福本IC

馬木IC

大多田IC

黒瀬IC

西志和地区

八本松駅
周辺地区

鍛冶屋地区

久芳地区

西高屋駅
周辺地区

河内駅
周辺地区

中黒瀬
周辺地区

安芸津駅
周辺地区

東広島駅
周辺地区

広島大学
周辺地区

寺家駅
周辺地区

西条駅
周辺地区

山陽自動車道

JR山陽線

国道185号

山陽新幹線

JR呉線

国道2号

国道486号

国
道

4
3
2
号

国
道

3
7
5
号

東西軸（活力形成軸）

南北軸（定住促進軸）

将来都市構造図

3．将来都市構造
都市計画マスタープランの目標の

実現に向けて、本市の基本的な土地
利用及び都市的な機能の集積方向
を示す「将来都市構造」を設定し、計
画的な都市形成を進めます。

これからの時代に対応した都市の
健全な発展と秩序ある整備を図るた
め、「コンパクト・プラス・ネットワーク」の
視点に基づき、将来都市構造を設定
します。

都市計画マスタープランでは、都市
構造を形成する基本要素を、土地利
用の大きな枠組みである「面」、重点
的に都市機能の整備や充実を進め
る地区となる「点」、都市的な機能の
集積方向を示す「軸」に分類し、この
３つの要素を次のように設定します。

① 面：都市空間の骨格　　　　　　
本市の都市構造は、豊かな自然（緑の外郭）とそれに囲まれた

内部の農地や宅地などの空間に特徴づけられます。人びとの生
活に潤いと安らぎを与えてくれる、貴重な地域資源である緑の外
郭は基本的に維持すべきものとし、内部にある宅地や農地などの
秩序ある土地利用を図ります。

② 点：拠点地区
総合計画に位置づけられた拠点（都市拠点、特定機能拠点、

地域拠点）について、重点的に都市機能の整備・充実を進めま
す。地域拠点の中でも、とりわけ都市拠点を支える地区を副都市
拠点、そのほか各生活圏を支える地区を生活・交流拠点とします。

③ 軸：都市軸　
　都市空間の骨格の中で、計画的に都市的な機能を集積・展開
していく方向として「都市軸」を設定します。
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●都市拠点
東広島市の中枢を担う広域的な都市の核として、行

政・医療・福祉・商業・業務・文化・芸術等の高度な都
市機能の集積を活かし、全ての市民に対して質の高
いサービスを提供するとともに、本市の顔として都市の
魅力・にぎわい・活力を創出します。

●特定機能拠点
広域交通、高度医療、産業・学術・技術等の専門的

機能を支える特定地域として、東広島駅周辺では広域
交通の窓口としての機能を、寺家駅周辺では東広島
医療センターの機能の維持・強化を、広島大学周辺で
は地区内外からの交流を促進する機能や学生や従業
者等の日常生活を支える機能を集積することで、それ
ぞれが有する専門的機能の振興を図ります。

拠点地区

都市機能
集積度合い

市街地の広がり

市外との交流

都市機能集積方向→ ←都市機能集積方向

久芳地区
鍛冶屋地区

● 都市拠点
● 特定機能拠点
● 地域拠点（副都市拠点）
● 地域拠点（生活・交流拠点）

各拠点間の交流
ネットワークの形成
各拠点間の交流
ネットワークの形成

河内駅
周辺地区

西志和地区

安芸津駅
周辺地区

西高屋駅
周辺地区

八本松駅
周辺地区

中黒瀬
周辺地区

東広島駅
周辺地区

寺家駅
周辺地区

広島大学
周辺地区

西条駅周辺地区

●東西軸（活力形成軸）
高速道路、新幹線をはじめとした広域交通ネット

ワーク沿線に産業や研究機関が立地し、新たな価値を
生み出すイノベーション創造を図るとともに、駅を中心
に生活関連機能を重視した市街地の形成を図る軸。

●南北軸（定住促進軸）
自動車専用道路や国道などの広域幹線道路で都市

拠点と結ばれた地域拠点を中心に、地域特性に応じた
住環境の形成や産業振興を図る軸。

都市軸

●地域拠点
各生活圏の居住者の生活を支える地域の核とし

て、市役所の支所（出張所）をはじめ、スーパーマーケッ
トや診療所等の生活利便施設や地域センター等の交
流施設の集積を活かし、周辺の居住者に対して日常生
活に必要なサービスを提供するとともに、大学・産業・
自然等の地域資源と居住が共存することにより、ライ
フステージに応じた多様な暮らしができる住環境を創
出します。とりわけ都市拠点を支える地区を副都市拠
点、そのほか各生活圏を支える地区を生活・交流拠点
とします。

都市機能
集積度合い

市街地の広がり

市外との交流

都市機能集積方向→ ←都市機能集積方向

久芳地区
鍛冶屋地区

● 都市拠点
● 特定機能拠点
● 地域拠点（副都市拠点）
● 地域拠点（生活・交流拠点）

各拠点間の交流
ネットワークの形成
各拠点間の交流
ネットワークの形成

河内駅
周辺地区

西志和地区

安芸津駅
周辺地区

西高屋駅
周辺地区

八本松駅
周辺地区

中黒瀬
周辺地区

東広島駅
周辺地区

寺家駅
周辺地区

広島大学
周辺地区

西条駅周辺地区

〈拠点地区〉
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全体構想　分野別形成方針
１．土地利用の方針
（１）北部エリアの方針　

豊かな自然環境を積極的に活用した観光などの産業の振興
や、情報通信技術等の進展を取り入れた農林業の活性化などによ
り、地域に魅力を生み出す土地利用を進めます。また、広島県北部
の近隣市町との人的・物的なつながりも活かした生活利便性の向
上を図ります。

（２）中部エリアの方針　
大学や試験研究機関の集積を活かし、研究機関の立地や関

連する産業の交流・誘致などを促進し、新たな価値を生み出すイノ
ベーションの創出をねらう土地利用を進めます。また、JR駅や高速道
路などの交通利便性の高いエリアでは、適切な規制及び誘導のも
とで、市民のニーズや企業ニーズに応じた土地利用を推進します。

（３）南部エリアの方針　
産業団地や、研究機関、医療・福祉・教育・商業・交通など、一定
の規模と機能を備えた市街地が形成されており、温暖な気候を
活かした農林水産業の振興や、海を活かした観光資源などの
産業化を図るとともに、定住環境の向上や、公共交通の利便性
の向上等により、地域に活力が生まれる土地利用を進めます。

●住居系市街地・住環境の方針
①計画的な市街地の形成
②快適な居住環境の形成
③定住人口の増加を促す住環境づくり

●商業・業務系市街地の方針　
①都市拠点における商業・業務機能の強化
②�地域拠点における近隣型の商業・業務機
能の維持・強化
③�適切な沿道型商業地の形成及び郊外部
における大規模商業施設の抑制

●工業・流通系市街地の方針　
①�既存の工業・流通系市街地の機能強化・
環境の改善
②新たな工業・流通系市街地の整備
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豊栄地域豊栄地域

福富地域福富地域

河内地域河内地域
志和地域志和地域

八本松地域八本松地域

高屋地域高屋地域

西条地域西条地域

安芸津地域安芸津地域
黒瀬地域黒瀬地域

自動車専用道路

一般国道

主要地方道

一般県道

都市計画道路

（実線：供用済み区間）

（破線：未供用区間　）

国道 375 号

東広島・呉自動車道

（東広島高田道路）

国道 185 号

国道 432 号

国道 486 号

国道 2号

山陽自動車道

広島空港

N

10 2 3 km

2．都市施設の整備方針
道路の整備方針
（１）幹線道路網の整備

（仮称）八本松スマートインターチェンジの整備によ
る交通渋滞緩和と地域産業の活性化、東広島・安芸
バイパスの整備による交通渋滞緩和と空港へのアク
セス強化に取り組みます。また、幹線道路網の充実に
より、市中心部からの交通量を放射状に分散させ、都
市全体の発展を目指します。

（２）円滑かつ安全・安心な交通環境の形成　
都市としての道路ネットワークの形成のため、幹線

市道の整備を推進します。また、地域の生活を支える
市道については、通学路をはじめとする地区内の安
全性の確保など、地域の状況を把握したうえで整備を
進めます。

交通環境の改善として、交差点への右折レーンの
整備や、信号機の設置、歩道未整備道路への歩道
整備など、渋滞対策や交通安全対策の推進を図りま
す。また、緊急時や災害時にも柔軟に対応できるよう、
道路環境や交通空間の質的な充実に努めます。

（３）戦略的なアセットマネジメントの推進　
長期保全計画の策定や長寿命化のための新技術

を積極的に導入します。また、アセットマネジメントの視
点から総合的な管理・運用を行うことで、維持管理費
用の縮減とともに、道路網の安全性・信頼性を確保し
ます。

（４）交通需要に応じた道路計画の見直し　
都市計画道路の長期未着手路線や未整備区間

については、全市的な道路ネットワークの形成に与え
る影響を考慮しつつ、近年の社会情勢やまちづくりの
方向性の変化を踏まえ、廃止・縮小も視野に入れなが
ら、将来の交通需要に応じた施設となるよう計画の見
直しを行います。

自動車専用道路

一般国道

主要地方道

一般県道

都市計画道路

（実線：供用済み区間）

（破線：未供用区間　）

第３次東広島市都市計画マスタープラン
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本郷へ

広島空港

竹原へ

呉へ

呉へ

広島へ

福山へ
瀬野へ

豊栄地域

福富地域

河内地域
志和地域

八本松地域

高屋地域

西条地域

安芸津地域

黒瀬地域

自動車専用道路

一般国道

主要地方道

一般県道

都市計画道路

（実線：供用済み区間）

（破線：未供用区間　）

路線バス

鉄道

広域運行路線

地域公共交通

交通結節点

拠点

N

10 2 3 km

本郷へ

広島空港

竹原へ

呉へ

呉へ

広島へ

福山へ
瀬野へ

豊栄地域

福富地域

河内地域
志和地域

八本松地域

高屋地域

西条地域

安芸津地域

黒瀬地域

自動車専用道路

一般国道

主要地方道

一般県道

都市計画道路

（実線：供用済み区間）

（破線：未供用区間　）

路線バス

鉄道

広域運行路線

地域公共交通

交通結節点

拠点

N

10 2 3 km

公共交通の方針
（１）�多様な地域間交流を促進する公共交通網

の維持・強化　
鉄道・バスによる広域的な公共交通サービスの輸送

機能を強化するとともに、利便性の向上を図り、公共
交通ネットワークの充実を目指します。

新幹線の増便等による東広島駅の機能強化や、広
島シティネットワークの延伸、大学・工業団地などの主
要地区及び在来線の駅から広島空港・東広島駅へ
のバス路線の充実に向けて検討を行います。

西高屋駅における駅前広場及び自由通路整備な
ど、鉄道の利便性を向上するための周辺施設の整備
を進め、交通結節点としての機能の充実を図ります。

（２）日常生活を支える公共交通網の維持・充実　
「東広島市地域公共交通計画」に基づき、公共交

通体系の構築を目指します。地域内のバス路線につ

いては、利用状況や住民ニーズの把握を行い利用促
進に向けて運行の改善を行います。

自動運転やMaaS等の新たなモビリティサービスに
向けた取組みを推進し、交通拠点と連携した利便性
の高い公共交通サービスの形成を促進するとともに、
多様な運行主体による移動サービスの充実に向けて
検討や支援を行います。また、公共交通の必要性、重
要性を市民とともに共有し、「地域で守り、支える」モビ
リティ・マネジメントの充実強化を図ります。

（３）交通マネジメントの推進　
公共交通機関を主軸としながら、自動車や自転車な

どの交通手段と連携した交通体系の確立を目指すた
め、市民・企業・交通事業者・行政が一体となって総合
的な交通マネジメントの推進を図ります。

全体構想　分野別形成方針
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国立公園

県立自然公園

緑地環境保全地域

農用地区域

河川区域

保安林

地域森林計画対象民有林

N

10 2 3 km

骨格的な緑

国立公園

県立自然公園

緑地環境保全地域

農用地区域

河川区域

保安林

地域森林計画対象民有林

N

10 2 3 km

骨格的な緑

国立公園

県立自然公園

緑地環境保全地域

農用地区域

河川区域

保安林

地域森林計画対象民有林

N

10 2 3 km

骨格的な緑

国立公園

県立自然公園

緑地環境保全地域

農用地区域

河川区域

保安林

地域森林計画対象民有林

N

10 2 3 km

骨格的な緑

公園・緑地の整備方針
（１）良好な自然環境を有する緑地の保全

瀬戸内海国立公園に指定されている小芝島、広
島空港周辺の竹林寺用倉山県立自然公園、緑地環
境保全地域に指定されている三永水源地などにおい
て、その機能が十分発揮されるように保全を図ります。

都市空間の骨格を形成する山林や、景観及び環
境の保全にとって重要な農地などは、管理者や関係
機関、地域住民との連携などにより適切な管理を行う
とともに、必要に応じて法的な保全策を導入します。ま
た、市街地内などに残存する小規模な社寺林や斜面
樹林地など、都市における貴重な緑についても必要に
応じて保全を図ります。

（２）多様な役割を担う公園整備などの緑の創出　
東広島運動公園の整備推進をはじめとして、都市

環境及び自然環境、レクリエーション、防災、景観など
の観点から重要な役割を担う公園・緑地などについて
は、既設公園とのバランスを考慮しながら整備・充実を
図ります。防災の観点では、防災機能を有する公園の
設置を推進します。

公園の整備や改修にあたっては、ユニバーサルデ
ザインの観点から、だれもが安心して利用できる施設と
なるよう整備を推進します。

（３）快適な都市環境を創造する緑化の推進　
河川や道路の緑化を推進し、公園や市街地内の緑

と連携する「緑のネットワーク」の形成を図ります。
市街地内の緑の拠点となるように、学校や庁舎など

の公共施設の緑化を積極的に推進するとともに、良好
な状態に維持管理できる体制づくりに取り組みます。

緑豊かな市街地の形成を目指し、建築協定や緑地
協定などを導入しながら民有地の緑化を図るなど、緑
化のための仕組みづくりを推進します。

（４）市民参画による緑の環境づくり　
公園や道路の街路樹などの緑の整備にあたって

は、計画段階からの市民参画を推進し、地域において
愛着を感じることのできるような緑の環境を整備・充実
させていくことにより、整備後も地域とともに緑を育むこ
とのできるような体制づくりを目指します。

第３次東広島市都市計画マスタープラン
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上下水道等の整備方針
（１）水道施設の整備、計画的な更新

配水管の整備を計画的に行うほか、地震や渇水な
どの緊急時にも安定的に給水できるよう、水道施設の
整備を図ります。

また、計画的な施設の更新を図るため、管路及び施
設更新計画に基づき、老朽化した配水管などの布設
替えや配水池及びポンプ所等の更新を行います。

（２）地域特性に応じた適正な汚水処理の推進　
「東広島市汚水適正処理構想」及び「東広島市下

水道未普及解消整備計画」に基づき、計画的・効率的
かつ適正な汚水処理施設の整備を図ります。

下水道区域については、計画的に事業計画区域の
拡大を行い、その整備を推進するとともに、供用開始区
域の水洗化率の向上や施設の適正管理に努めます。

下水道以外の区域については、生活排水対策として合
併浄化槽の設置を促進し、生活環境の改善を図ります。

河川・港湾の整備方針
（１）河川における流域治水の推進　

県による河川改修事業と連携し、水路及び河道や
護岸などの整備・改修に取り組みます。

また、中心市街地や寺家地区など、排水能力が十分で
ない地域を抱える市街地において、浸水被害の防止・軽減
を図るため、下水道事業と連携を行い、治水安全度の向
上の観点から雨水排水対策に取り組むとともに、氾濫域も
含めて一つの流域として捉え、その河川流域全体のあらゆ
る関係者（国・県・市町・企業・住民など）が協働し、流域全
体で水害を軽減させる対策「流域治水」に取り組みます。

（２）�港湾機能の維持・充実及び施設の適切な管理　
安芸津港と大崎上島町の大西港を結ぶ航路を支

える旅客施設の維持を図ります。
高潮や高波によって付近の居住施設や港湾内の

施設及び船舶などに及ぶ被害を防ぐため、護岸や防

波堤の適切な管理に努めるとともに、必要に応じて整
備を行います。

漁港としても利用のある安芸津港の港湾機能の向
上のため、水産業との調和を図りつつ、物流機能の充
実を検討します。

（3）�景観形成・生態系の保全・親水空間に配慮
した整備の推進　

河川及び港湾の整備にあたっては、周囲の自然環
境に配慮し、動植物の生息・生育に適した環境の保
全に努めるとともに、多くの人にとって安らぎや憩いの
場となるような、魅力ある親水空間の形成を図ります。

良好な水と緑の空間によって育まれる多様で豊か
な自然環境を、健全で潤いのある都市の景観を形成
する要素として緑のネットワークの一部に位置づけ、活
用を図ります。

その他都市施設の整備方針
（１）廃棄物処理施設の充実　

広島中央環境衛生組合を構成する関係市町のご
みとし尿・浄化槽汚泥を広域的に共同処理する広島
中央エコパークは、最終処分場に頼らない、資源循
環・エネルギー利用に優れた施設です。

この施設の適切な維持管理に努め、持続可能な廃
棄物処理システムを構築します。

（２）医療・社会福祉施設の充実　
今後、少子高齢化社会の進展が見込まれる中にお

いて、コミュニティの維持や生活の質を高める上で必
要な施設について、将来の見通しを踏まえ計画的な施
設の更新を図るとともに、整備の方向性を検討します。

特に、本市においては正常分娩を扱う機能を含め
た周産期や、初期・第二次救急では対応できない高
度な医療機能が不足しています。そのため、地域の実
情に応じた医療体制の充実を図るとともに、第三次救
急医療体制の整備が実現するよう努めます。

（３）教育・文化施設の充実　
都市生活を営む上で必要な施設について、地域の

状況を踏まえ、計画的な視点から施設の整備及び更
新を図ります。

大学の立地など、教育資源に恵まれた本市の特長
を活かし、相互連携の推進により施設の有効活用を
図るとともに、ソフト面での機能の充実を目指します。

全体構想　分野別形成方針
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3．災害に強い都市づくりの方針
（１）災害に強い都市基盤の整備

「東広島市地域防災計画」に基づき、道路網の構
築に向けて、整備を推進するとともに、複数の移動手
段を活用した交通ネットワークの代替機能の向上を推
進します。

また、事業者との連携により、ライフラインの機能強化
を図ります。

（２）水害及び土砂災害の発生防止　
市街地において浸水被害を軽減するため、河川・水

路の改修、雨水排水施設等の整備を推進するととも
に、雨水浸透桝・貯留槽の設置義務化の検討や、廃
止されたため池を有効活用した貯留機能の強化など
を推進します。また、沿岸においては、高潮による浸水
被害を軽減するための整備を推進します。豪雨等によ
る土砂災害や崩壊の恐れがある傾斜地については、
早急に砂防事業を進めるとともに、山林の持つ保水機
能等を保持するため、国・県と連携し、治山事業の推
進を図ります。

（３）�防災拠点の整備及び市街地における防災性の向上　　
災害時に防災拠点となる施設の適切な維持管理

を図るとともに、これらの施設を支えるライフラインの強
化を図ります。
「防災道の駅」に選定された道の駅西条のん太の

酒蔵において、防災拠点機能の整備を推進します。
また、防災空間の確保のため、オープンスペースの

充実を図ります。 

（４）防災意識の高揚と地域防災力の向上　
平素から防災意識の高揚を図り、防災に係る役割や

機能を「自助・共助・公助」の視点で捉え、それぞれの連
携・強化を推進し、災害に強いまちづくりを推進します。

（５）土地利用による災害リスクの軽減
土地利用規制や災害リスクの低い区域への居住

誘導などを図るとともに、災害リスクの高い地域におけ
る立地規制や建築規制の見直しを検討します。

4．環境の保全・景観形成の方針

5．人が輝く都市づくりの方針

（１）環境の保全と良好な都市環境の形成
「東広島市環境基本計画」に基づき、豊かな自然

環境の保全と良好な都市環境の形成を図ります。
３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の推進や汚染

物質の排出量削減、地球温暖化の防止や脱酸素社
会の実現などにより、持続可能な環境都市の実現を
推進します。

（２）東広島らしい景観の保全及び育成と創出　
山林や身近な里山、海洋部などの自然景観、赤瓦

の家屋に象徴される田園風景など、本市の特徴的な
自然景観の維持・保全を図ります。

また、本市の特色である日本酒文化や酒蔵の景観
及び関連資源を守ります。歴史的な建築物やまちなみ
を有する酒蔵地区や白市地区においては、資源の保
全と活用を図ります。

景観に関する意識の高まりに応じ、市民一人ひとり
が郷土に誇りや愛着を持つことのできる、東広島らしい
景観づくりに取り組みます。

（１）人にやさしい環境づくり　
「東広島市移動円滑化基本構想」を踏まえ、主要な

JRの駅を中心にバリアフリー化を進めます。また、「高齢
者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律

（バリアフリー法）」等に基づき、公共公益施設や商業
施設などの民間公益施設の整備改善を推進します。
「東広島市地域公共交通計画」に基づき、住民

ニーズに応じたきめ細かな公共交通体系の構築など、
地域における移動手段の充実を目指します。
「東広島市住宅マスタープラン」に基づき、バリアフ

リー対応住宅の整備を図ります。

バリアフリーの考え方が社会に浸透しつつある中
で、今後の都市づくりにおいては、ユニバーサルデザイ
ンの考え方に基づく整備の推進を図ります。

（２）市民協働による都市づくりの推進　
「市民協働のまちづくり行動計画」に基づき、市民と

の情報共有の推進に取り組みます。
計画策定や、施設の運営や管理などの様 な々場面

において、市民と行政の対話を深めることで、住民主
体の地域活動が活発になるよう、地域活動拠点の充
実を図ります。

第３次東広島市都市計画マスタープラン
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1．西条地域

（1）拠点の整備方針　
①都市拠点

•西条駅前から広島大学に至る一帯において、全
市的な都市活動を支える拠点(都心)の形成ととも
に、高度で多様なニーズに応える都市機能の充実
を促進

•西条駅周辺の中心市街地において、都市に必要
な機能の集積を推進することで、コンパクトで機能
的な市街地を形成

•歩いて楽しめるウォーカブルな中心市街地の形成
及び地域主体の官民連携のまちづくりの推進

•広島大学周辺における「国際学術研究都市」にふ
さわしい教育・研究・産業支援機能及び学生街を
含めた居住環境の充実

•西条駅を中心とし、地域や主要な施設などを結ぶ
公共交通体系の維持・充実

②特定機能拠点
•東広島駅周辺地区において、広域・高速交通に近
接する地区の特性を活かし、これらの機能の向上
を図るとともに、商業・業務機能及び利便性の高い
居住環境を備えた拠点を形成

•寺家駅周辺地区において、良好な居住環境の整
備とともに、近接する医療機関の機能を活かすた
めのアクセス環境の整備などを通じて、コンパクトで
機能的な拠点を形成

•広島大学周辺地区において、様々な機能や多様
な人材の集積を図ることでイノベーションの創出に
つなげるなど、次世代の学園都市に向けた、新た
な都市機能を備えた拠点を形成

（２）都市づくりの重点地区　
①計画的市街地誘導地区

•中心市街地の周辺に分散する市街化調整区域
を含む低未利用地において、地区計画制度などを
活用して都市的な土地利用を推進

•広島大学周辺地区において、下見学生街の拡充
を図るとともに、次世代の学園都市に向けて、新た
な都市機能を備えた市街地を形成

•大学と都市が一体となって持続可能で魅力的なま
ちづくりに取り組む「Town & Gown構想」の推進

•都市計画道路前谷磯松線及び道の駅西条のん
太の酒蔵を活用した新市街地の形成

②集落形成ゾーン
•市街化区域から離れている三永及び郷田地区に
おいて、地区計画制度の活用及び拠点性の向上
に資する施策の展開により定住環境の向上を図
り、集落としての機能を維持・充実

西条地域の将来像
全市的な都市活動を支え、新たなテクノロジーにより、都市の活力を生み出す
地域

●コンパクト・プラス・ネットワーク型の都市基盤の整備及び活力ある中心市街地の形成
●学園都市にふさわしい、良好な居住環境を備えた利便性の高い都市空間の形成
●市の発展の基礎となる産業・学術・技術及び人材育成機能の集積
●農地など自然的土地利用との調和のとれた都市づくりの推進

中心市街地

地域整備の基本的な方向

地域別構想
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第３次東広島市都市計画マスタープラン

西条駅周辺地区
（西条駅前から
広島大学に至る一帯）

東広島駅周辺地区

国道２号国道２号

下見学生街地区

広島大学広島大学

鏡山公園鏡山公園

下三永吉川線下三永吉川線

吉川大多田線吉川大多田線

安芸津下三永線安芸津下三永線

馬木八本松線馬木八本松線

田口下三永線田口下三永線

東広島・呉
自動車道
東広島・呉
自動車道

JR山陽新幹線

国道375号国道375号

東広島駅

広島中央
サイエンスパーク
広島中央
サイエンスパーク

西条中央巡回線西条中央巡回線

上三永竹原線上三永竹原線

山陽自動車道山陽自動車道

西条駅

寺家駅

東西条小学校

平岩小学校平岩小学校

賀茂高等学校賀茂高等学校

西条中学校西条中学校

龍王小学校龍王小学校

寺西小学校寺西小学校

西条小学校西条小学校

東広島市役所東広島市役所

松賀中学校松賀中学校

三永小学校三永小学校

三ツ城
小学校
三ツ城
小学校

西条農業高等学校西条農業高等学校

エリザベト音楽大学
西条学舎
エリザベト音楽大学
西条学舎

三永水源池三永水源池

御薗宇小学校御薗宇小学校

郷田小学校郷田小学校

向陽中学校向陽中学校

板城小学校板城小学校

中央中学校中央中学校

吉行飯田線吉行飯田線

JR山陽線JR山陽線

国道486号国道486号

吉行泉線吉行泉線

国道375号国道375号

西条I.C西条I.C

下三永福本I.C下三永福本I.C

馬木I.C馬木I.C

前谷磯松線前谷磯松線

黒
瀬
川

黒
瀬
川

黒
瀬
川

黒
瀬
川

上寺家下見線上寺家下見線

郷田地区

広島大学周辺地区

寺家駅周辺地区

三永地区

上三永I.C上三永I.C

●西条駅周辺における中心市街地の
   活性化及び拠点性の向上
●ウォーカブルな空間形成
●歩いて楽しめる魅力ある
  中心市街地の形成

酒蔵地区における景観に
配慮したまちづくりの推進

国道375号御薗宇バイパスの
4車線化の促進

西条中央巡回線及び寺家中央線の整備推進

●国道2号道照交差点の立体化
●周辺道路などの整備促進

国道2号西条バイパスの
4車線化の促進

西条中心市街地と広島空港、
東広島駅を結ぶ交通アクセスの充実

広島大学周辺における
教育･研究･産業支援機能の充実

●広島大学と連携した
  国際的研究拠点の形成
●次世代の学園都市に向けた、
  新たな都市機能の形成
●Town & Gown構想の推進

東広島運動公園の整備充実

東広島駅周辺における商業業務機能の
向上及び利便性の高い居住環境の形成

東広島・呉自動車道の４車線化の促進

上寺家下見線の整備促進

江熊大槇線の整備推進

黒瀬川などの河川改修

「道の駅 西条 のん太の酒蔵」を中心とした、
産業振興施策や防災対策施策

・西条第二地区の市街地整備の推進
・生活道路、都市公園などの整備
・西条第二地区における
  良好な居住環境の形成

吉行飯田線の整備促進 吉行泉線の整備推進

黒瀬川上流域における
流域治水対策

0 1,000 2,000 3,000m

※主要道路は国･県道及び都市計画道路等
※供用済は暫定供用及び概成(ほぼ計画と同様の機能で供用済)を含む

住居系市街地
商業用地
中心商業業務地
教育・研究施設用地
医療・社会福祉施設
工業用地
レクリエーション用地
山林

農用地区域
水面
その他公共施設用地
生活・環境保全地域
鉄道
新幹線
主要道路(供用済区間)
　　〃　 (計画区間)
計画的市街地誘導地区

都市拠点

特定機能拠点

地域拠点

計画的開発ゾーン

集落形成ゾーン

道路（構想）

凡　　例

住居系市街地
商業用地
中心商業業務地
教育・研究施設用地
医療・社会福祉施設
工業用地
レクリエーション用地
山林
農用地区域
水面
その他公共施設用地
生活・環境保全地域
鉄道
新幹線
主要道路(供用済区間)
　　〃　(計画区間)
計画的市街地誘導地区
都市拠点

特定機能拠点

地域拠点

計画的開発ゾーン

集落形成ゾーン

道路（構想）

凡　　例

注）	土地利用の色分けは、大きく住居系、商業･業務系、
	 工業系に区分したもので、用途地域等、実際の規制と
	 直接対応するものではありません。
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地域別構想

2．八本松地域

（1）拠点の整備方針　
地域拠点

•八本松駅周辺地区において、交通利便性や工業
団地の集積などを活かし、良好な居住環境の形成
や商業・サービス機能の充実により、地域拠点にふ
さわしい市街地を形成

（２）都市づくりの重点地区　
①計画的市街地誘導地区

•都市計画道路飯田線の沿道及び飯田地区の鉄
道沿線において、計画的な市街化を誘導

•吉川工業団地の周辺地区において、本市の産業の
裾野の拡大に寄与するような工業系の市街地を形成

●良好な居住環境を備えた住宅地の形成
●都市間交流・地域間交流を促進するアクセス環境の充実
●�（仮称）八本松スマートインターチェンジを活用した、高度なものづくり産業の集積を促進する都
市基盤の整備
●農地など自然的土地利用との調和のとれた都市づくりの推進

八本松駅前 （仮称）八本松スマートインターチェンジ ※イメージ図

八本松地域の将来像
良好な居住環境の中で、交通利便性を活かし、産業の高度化につながる都市
機能が集積する地域

地域整備の基本的な方向

②計画的開発ゾーン
•吉川工業団地周辺において、次世代を担う高付
加価値型の産業集積を図り、持続可能な産業構
造の構築及び地域経済の基盤強化につながるよ
うな工業系の産業基盤を形成

③集落形成ゾーン
•市街化区域から離れている原及び吉川地区にお
いて、地区計画制度の活用及び拠点性の向上に
資する施策の展開により定住環境の向上を図り、
集落としての機能を維持・充実
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第３次東広島市都市計画マスタープラン

注）	土地利用の色分けは、大きく住居系、商業･業務系、
	 工業系に区分したもので、用途地域等、実際の規制と
	 直接対応するものではありません。

※主要道路は国･県道及び都市計画道路等
※供用済は暫定供用及び概成(ほぼ計画と同様の機能で供用済)を含む

住居系市街地
商業用地
中心商業業務地
教育・研究施設用地
医療・社会福祉施設
工業用地
レクリエーション用地
山林

農用地区域
水面
その他公共施設用地
生活・環境保全地域
鉄道
新幹線
主要道路(供用済区間)
　　〃　 (計画区間)
計画的市街地誘導地区

都市拠点

特定機能拠点

地域拠点

計画的開発ゾーン

集落形成ゾーン

道路（構想）

凡　　例

住居系市街地
商業用地
中心商業業務地
教育・研究施設用地
医療・社会福祉施設
工業用地
レクリエーション用地
山林
農用地区域
水面
その他公共施設用地
生活・環境保全地域
鉄道
新幹線
主要道路(供用済区間)
　　〃　(計画区間)
計画的市街地誘導地区
都市拠点

特定機能拠点

地域拠点

計画的開発ゾーン

集落形成ゾーン

道路（構想）

凡　　例

津江八本松線津江八本松線

国道2号
安芸バイパス
国道2号
安芸バイパス 吉行飯田線吉行飯田線

下条磯松線下条磯松線

国道486号国道486号

志和インター線志和インター線

前谷磯松線前谷磯松線

造賀八本松線造賀八本松線
東広島向原線東広島向原線

馬木八本松線馬木八本松線
七ツ池公園七ツ池公園

飯田線飯田線

八本松
出張所
八本松
出張所

（仮称）八本松スマートI.C（仮称）八本松スマートI.C

山陽自動車道

八本松駅八本松駅

国道２号

国道２号

JR山陽線JR山陽線

黒
瀬
川

原地区

吉川地区

八本松駅周辺地区

原小学校

もみじ小学校・中学校

吉川小学校吉川小学校

八本松小学校八本松小学校

八本松中学校八本松中学校

磯松中学校磯松中学校川上小学校川上小学校

●八本松駅前土地区画整理事業
  の推進及び拠点機能の充実
●八本松駅前土地区画整理事業区域
  西側地区の良好な居住環境の整備

八本松駅周辺における
バリアフリー化などの推進

深堂川などの
河川改修

黒瀬川上流域における
流域治水対策

●（仮称）八本松スマートインター
   チェンジの整備促進
●周辺道路などの整備促進

国道２号安芸バイパス
の整備促進

国道486号の整備促進

前谷磯松線の整備促進

八本松駅前1号線の整備推進

0 1,000 2,000m

津江八本松線津江八本松線

国道2号
安芸バイパス
国道2号
安芸バイパス 吉行飯田線吉行飯田線

下条磯松線下条磯松線

国道486号国道486号

志和インター線志和インター線

前谷磯松線前谷磯松線

造賀八本松線造賀八本松線
東広島向原線東広島向原線

馬木八本松線馬木八本松線
七ツ池公園七ツ池公園

飯田線飯田線

八本松
出張所
八本松
出張所

（仮称）八本松スマートI.C（仮称）八本松スマートI.C

山陽自動車道

八本松駅八本松駅

国道２号

国道２号

JR山陽線JR山陽線

黒
瀬
川

原地区

吉川地区

八本松駅周辺地区

原小学校

もみじ小学校・中学校

吉川小学校吉川小学校

八本松小学校八本松小学校

八本松中学校八本松中学校

磯松中学校磯松中学校川上小学校川上小学校

●八本松駅前土地区画整理事業
  の推進及び拠点機能の充実
●八本松駅前土地区画整理事業区域
  西側地区の良好な居住環境の整備

八本松駅周辺における
バリアフリー化などの推進

深堂川などの
河川改修

黒瀬川上流域における
流域治水対策

●（仮称）八本松スマートインター
   チェンジの整備促進
●周辺道路などの整備促進

国道２号安芸バイパス
の整備促進

国道486号の整備促進

前谷磯松線の整備促進

八本松駅前1号線の整備推進

0 1,000 2,000m

津江八本松線津江八本松線

国道2号
安芸バイパス
国道2号
安芸バイパス 吉行飯田線吉行飯田線

下条磯松線下条磯松線

国道486号国道486号

志和インター線志和インター線

前谷磯松線前谷磯松線

造賀八本松線造賀八本松線
東広島向原線東広島向原線

馬木八本松線馬木八本松線
七ツ池公園七ツ池公園

飯田線飯田線

八本松
出張所
八本松
出張所

（仮称）八本松スマートI.C（仮称）八本松スマートI.C

山陽自動車道

八本松駅八本松駅

国道２号

国道２号

JR山陽線JR山陽線

黒
瀬
川

原地区

吉川地区

八本松駅周辺地区

原小学校

もみじ小学校・中学校

吉川小学校吉川小学校

八本松小学校八本松小学校

八本松中学校八本松中学校

磯松中学校磯松中学校川上小学校川上小学校

●八本松駅前土地区画整理事業
  の推進及び拠点機能の充実
●八本松駅前土地区画整理事業区域
  西側地区の良好な居住環境の整備

八本松駅周辺における
バリアフリー化などの推進

深堂川などの
河川改修

黒瀬川上流域における
流域治水対策

●（仮称）八本松スマートインター
   チェンジの整備促進
●周辺道路などの整備促進

国道２号安芸バイパス
の整備促進

国道486号の整備促進

前谷磯松線の整備促進

八本松駅前1号線の整備推進

0 1,000 2,000m

── 14 ──



地域別構想

3．志和地域

（1）拠点の整備方針　
地域拠点

•西志和地区において、既存の生活支援機能の集
積を活かし、これらの維持・充実を図るとともに、地
区計画制度の活用により、良好な居住環境を備え
た地域の拠点となる市街地を形成

•西志和地区を中心として、広島都市圏域に近接す
る志和インターチェンジの立地条件を活かした流
通・産業機能の充実

（２）都市づくりの重点地区　
①計画的開発ゾーン

•志和インターチェンジ周辺及び幹線道路沿道など
において、広島市に隣接する広域・高速交通ネット
ワークへのアクセス性に優れる恵まれた立地環境
を活かし、工業・流通系の産業基盤を形成

②集落形成ゾーン
•市街化区域から離れている西志和、東志和及び
志和堀地区において、地区計画制度の活用及び
拠点性の向上に資する施策の展開により定住環
境の向上を図り、集落としての機能を維持・充実

●�地域拠点における生活支援機能の維持・充実及び定住人口の増加につながる良好な居住環
境の形成
●志和インターチェンジの活用及び交流の増進につながる都市部とのアクセス環境の整備・充実
●豊かな自然環境を活用した交流及びレクリエーション機能の充実

志和インターチェンジ生城山山頂から見た西志和地区

志和地域の将来像
豊かな田園環境の中で、ゆとりある居住環境や交通利便性を活かし、新たな交
流・産業が生まれる地域

地域整備の基本的な方向

── 15 ──



第３次東広島市都市計画マスタープラン

園芸センター園芸センター
小河原志和線小河原志和線

東広島向原線東広島向原線

志和インター線志和インター線

志和I.C志和I.C

国道2号国道2号

瀬野川
福富本郷線
瀬野川
福富本郷線

東広島白木線東広島白木線

志和出張所志和出張所

関川関川

東広島白木線東広島白木線

山陽
自動車道
山陽
自動車道

並滝寺池並滝寺池

小野池小野池

東
川
東
川

西志和地区

東志和地区

志和堀地区

志和中学校志和中学校
志和小学校志和小学校

旧志和堀小学校旧志和堀小学校

旧東志和小学校旧東志和小学校

旧西志和小学校旧西志和小学校

生城山、高鉢山、並滝寺池、ホタルの
住む川などの地域資源を活かした
レクリエーション機能の検討

西志和地区における
生活支援機能の維持･充実

県道東広島向原線の整備促進

県道志和インター線の整備促進

県道東広島白木線の整備促進

関川などの河川改修

●志和インターチェンジを活かした交流・流通・産業機能の充実
●志和インターチェンジ周辺などにおける産業用地の確保 0 1,000 2,000 3,000m

注）	土地利用の色分けは、大きく住居系、商業･業務系、工業系に区分したもので、用途地域等、実際の規制と
	 直接対応するものではありません。

※主要道路は国･県道及び都市計画道路等
※供用済は暫定供用及び概成(ほぼ計画と同様の機能で供用済)を含む

住居系市街地
商業用地
中心商業業務地
教育・研究施設用地
医療・社会福祉施設
工業用地
レクリエーション用地
山林

農用地区域
水面
その他公共施設用地
生活・環境保全地域
鉄道
新幹線
主要道路(供用済区間)
　　〃　 (計画区間)
計画的市街地誘導地区

都市拠点

特定機能拠点

地域拠点

計画的開発ゾーン

集落形成ゾーン

道路（構想）

凡　　例

住居系市街地
商業用地
中心商業業務地
教育・研究施設用地
医療・社会福祉施設
工業用地
レクリエーション用地
山林
農用地区域
水面
その他公共施設用地
生活・環境保全地域
鉄道
新幹線
主要道路(供用済区間)
　　〃　(計画区間)
計画的市街地誘導地区
都市拠点

特定機能拠点

地域拠点

計画的開発ゾーン

集落形成ゾーン

道路（構想）

凡　　例── 16 ──



地域別構想

4．高屋地域

（1）拠点の整備方針　
地域拠点

•西高屋駅及びその周辺における交通環境の充実
•西高屋駅前を中心に商業・業務・サービス機能の
充実を図るとともに、教育・研究機能の集積を活か
した文教地区にふさわしい市街地及び良好な居
住環境を形成

（２）都市づくりの重点地区　
①計画的市街地誘導地区

•都市計画道路中島杵原線、吉行小谷線及び中
島線の沿道において、駅前の利便性を活かした商
業・業務・サービス及び住居系の市街地を形成

②集落形成ゾーン
•市街化区域から離れている造賀地区において、地
区計画制度の活用及び拠点性の向上に資する
施策の展開により定住環境の向上を図り、集落とし
ての機能を維持・充実

●教育機能の集積する文教地区にふさわしい健全な市街地の形成
●地域拠点における商業・業務・サービスなどの機能の集積による拠点性の向上
●広域・高速交通へのアクセス環境を活かした産業基盤の充実
●豊かな自然環境と調和した良好な居住環境の形成

西高屋駅前　※イメージ図白市のまち並み

高屋地域の将来像
豊かな自然環境と市街地が調和し、教育機能や交通ネットワークが整った活力
のある地域

地域整備の基本的な方向

── 17 ──



第３次東広島市都市計画マスタープラン

中島杵原線中島杵原線
高屋出張所高屋出張所 JR山陽線JR山陽線

造賀田万里線造賀田万里線

高屋河戸線高屋河戸線

貞重高屋東線貞重高屋東線

東広島ニュータウン

杵原貞重線杵原貞重線

造賀八本松線造賀八本松線

国道375号国道375号

東広島高田道路
（構想）
東広島高田道路
（構想）

土与丸
中島線
土与丸
中島線

中島小谷線中島小谷線

東広島・呉
自動車道
東広島・呉
自動車道

山陽自動車道山陽自動車道

高屋JCT･I.C高屋JCT･I.C

国道375号国道375号

西高屋駅西高屋駅

白市駅白市駅

吉行
小谷線
吉行
小谷線

東広島本郷忠海線東広島本郷忠海線

入野川入野川

杵
原
バ
イ
パ
ス

杵
原
バ
イ
パ
ス

造賀地区

西高屋駅周辺地区

造賀小学校造賀小学校

近畿大学工学部近畿大学工学部

近畿大学付属
東広島中･高等学校
近畿大学付属
東広島中･高等学校

高美が丘小学校高美が丘小学校

高美が丘中学校高美が丘中学校

高屋西小学校高屋西小学校

広島中･
高等学校
広島中･
高等学校

高屋
中学校
高屋
中学校

高屋東小学校高屋東小学校

小谷小学校小谷小学校

西高屋駅において、南北の
駅前広場及び自由通路の整備、
バリアフリー化などの推進

西高屋駅周辺において、商業機能などの
充実及び文教地区にふさわしい市街地や
居住環境の形成また都市公園の整備

白市地区における景観を
活用したまちづくりの推進

入野川の河川改修

宮領川の河川改修

杵原川の河川改修

中島線の整備推進

東広島高田道路、
吉行小谷線の整備促進

県道東広島本郷
忠海線の整備促進

西高屋駅周辺などに
おける流域治水対策

0 1,000 2,000m

中島杵原線中島杵原線
高屋出張所高屋出張所 JR山陽線JR山陽線

造賀田万里線造賀田万里線

高屋河戸線高屋河戸線

貞重高屋東線貞重高屋東線

東広島ニュータウン

杵原貞重線杵原貞重線

造賀八本松線造賀八本松線

国道375号国道375号

東広島高田道路
（構想）
東広島高田道路
（構想）

土与丸
中島線
土与丸
中島線

中島小谷線中島小谷線

東広島・呉
自動車道
東広島・呉
自動車道

山陽自動車道山陽自動車道

高屋JCT･I.C高屋JCT･I.C

国道375号国道375号

西高屋駅西高屋駅

白市駅白市駅

吉行
小谷線
吉行
小谷線

東広島本郷忠海線東広島本郷忠海線

入野川入野川

杵
原
バ
イ
パ
ス

杵
原
バ
イ
パ
ス

造賀地区

西高屋駅周辺地区

造賀小学校造賀小学校

近畿大学工学部近畿大学工学部

近畿大学付属
東広島中･高等学校
近畿大学付属
東広島中･高等学校

高美が丘小学校高美が丘小学校

高美が丘中学校高美が丘中学校

高屋西小学校高屋西小学校

広島中･
高等学校
広島中･
高等学校

高屋
中学校
高屋
中学校

高屋東小学校高屋東小学校

小谷小学校小谷小学校

西高屋駅において、南北の
駅前広場及び自由通路の整備、
バリアフリー化などの推進

西高屋駅周辺において、商業機能などの
充実及び文教地区にふさわしい市街地や
居住環境の形成また都市公園の整備

白市地区における景観を
活用したまちづくりの推進

入野川の河川改修

宮領川の河川改修

杵原川の河川改修

中島線の整備推進

東広島高田道路、
吉行小谷線の整備促進

県道東広島本郷
忠海線の整備促進

西高屋駅周辺などに
おける流域治水対策

0 1,000 2,000m

注）	土地利用の色分けは、大きく住居系、商業･業務系、工業系に区分したもので、用途地域等、実際の規制と
	 直接対応するものではありません。

※主要道路は国･県道及び都市計画道路等
※供用済は暫定供用及び概成(ほぼ計画と同様の機能で供用済)を含む

住居系市街地
商業用地
中心商業業務地
教育・研究施設用地
医療・社会福祉施設
工業用地
レクリエーション用地
山林

農用地区域
水面
その他公共施設用地
生活・環境保全地域
鉄道
新幹線
主要道路(供用済区間)
　　〃　 (計画区間)
計画的市街地誘導地区

都市拠点

特定機能拠点

地域拠点

計画的開発ゾーン

集落形成ゾーン

道路（構想）

凡　　例

住居系市街地
商業用地
中心商業業務地
教育・研究施設用地
医療・社会福祉施設
工業用地
レクリエーション用地
山林
農用地区域
水面
その他公共施設用地
生活・環境保全地域
鉄道
新幹線
主要道路(供用済区間)
　　〃　(計画区間)
計画的市街地誘導地区
都市拠点

特定機能拠点

地域拠点

計画的開発ゾーン

集落形成ゾーン

道路（構想）

凡　　例── 18 ──



地域別構想

5．黒瀬地域

（1）拠点の整備方針　
地域拠点

•中黒瀬周辺地区において、商業・業務系の都市機
能の充実を図るとともに、良好な居住環境を備えた
地域の拠点にふさわしい市街地を形成

（２）都市づくりの重点地区　
①計画的市街地誘導地区

•中黒瀬地区において、地区計画制度などを活用
し、商業・業務系などの市街地の形成を誘導

②集落形成ゾーン
•市街化区域から離れている国近・小多田、南方及
び津江地区において、地区計画制度の活用及び
拠点性の向上に資する施策の展開により定住環
境の向上を図り、集落としての機能を維持・充実

●東広島・呉自動車道の活用及び交流機能の向上につながるアクセス環境の充実
●地域拠点における商業・業務・サービスなどの機能の集積による拠点性の向上
●豊かな自然環境と調和した良好な居住環境の形成
●農地など自然的土地利用との調和のとれた都市づくりの推進及びレクリエーション機能の充実

広島国際大学大多田インターチェンジ

黒瀬地域の将来像
交通利便性や地域資源である教育機関の健康福祉機能を活かし、多世代が
交流する地域

地域整備の基本的な方向

── 19 ──



第３次東広島市都市計画マスタープラン

JR山陽新幹線JR山陽新幹線

国道375号国道375号

吉川大多田線吉川大多田線

東広島・呉自動車道東広島・呉自動車道

龍王山総合公園龍王山総合公園

黒瀬支所黒瀬支所

竹保川竹保川

猿田川猿田川黒瀬川黒瀬川

亀ヶ首池亀ヶ首池

黒瀬ダム黒瀬ダム

光路川
光路川

イ
ラ
ス
ケ
川

イ
ラ
ス
ケ
川

神
洗
川

神
洗
川

笹
野川
笹
野川

黒瀬I.C黒瀬I.C

大多田I.C大多田I.C

津江郷原線津江郷原線

丸山楢原線丸山楢原線

兼広乃美尾線兼広乃美尾線

矢野安浦線矢野安浦線

小多田安浦線小多田安浦線

岡郷東市之堂線岡郷東市之堂線

津江地区

南方地区

国近・小多田地区

中黒瀬周辺地区
広島国際大学広島国際大学

乃美尾小学校乃美尾小学校

黒瀬中学校黒瀬中学校中黒瀬小学校中黒瀬小学校

下黒瀬小学校下黒瀬小学校

上黒瀬小学校上黒瀬小学校

黒瀬高等学校黒瀬高等学校

板城西小学校板城西小学校

武田中･高等学校武田中･高等学校

兼広乃美尾線の整備推進

県道吉川大多田線の整備促進

黒瀬川及びその支流の河川改修

丸山楢原線の整備推進

東広島・呉自動車道インターチェンジを
活かした交流・流通・産業機能の充実

黒瀬川及びその流域の市街地に
おける流域治水対策

中黒瀬周辺地区における商業･
業務機能などの拠点機能の充実

東広島・呉自動車道の4車線化の促進

0 1,000 2,000m

JR山陽新幹線JR山陽新幹線

国道375号国道375号

吉川大多田線吉川大多田線

東広島・呉自動車道東広島・呉自動車道

龍王山総合公園龍王山総合公園

黒瀬支所黒瀬支所

竹保川竹保川

猿田川猿田川黒瀬川黒瀬川

亀ヶ首池亀ヶ首池

黒瀬ダム黒瀬ダム

光路川
光路川

イ
ラ
ス
ケ
川

イ
ラ
ス
ケ
川

神
洗
川

神
洗
川

笹
野川
笹
野川
黒瀬I.C黒瀬I.C

大多田I.C大多田I.C

津江郷原線津江郷原線

丸山楢原線丸山楢原線

兼広乃美尾線兼広乃美尾線

矢野安浦線矢野安浦線

小多田安浦線小多田安浦線

岡郷東市之堂線岡郷東市之堂線

津江地区

南方地区

国近・小多田地区

中黒瀬周辺地区
広島国際大学広島国際大学

乃美尾小学校乃美尾小学校

黒瀬中学校黒瀬中学校中黒瀬小学校中黒瀬小学校

下黒瀬小学校下黒瀬小学校

上黒瀬小学校上黒瀬小学校

黒瀬高等学校黒瀬高等学校

板城西小学校板城西小学校

武田中･高等学校武田中･高等学校

兼広乃美尾線の整備推進

県道吉川大多田線の整備促進

黒瀬川及びその支流の河川改修

丸山楢原線の整備推進

東広島・呉自動車道インターチェンジを
活かした交流・流通・産業機能の充実

黒瀬川及びその流域の市街地に
おける流域治水対策

中黒瀬周辺地区における商業･
業務機能などの拠点機能の充実

東広島・呉自動車道の4車線化の促進

0 1,000 2,000m

JR山陽新幹線JR山陽新幹線

国道375号国道375号

吉川大多田線吉川大多田線

東広島・呉自動車道東広島・呉自動車道

龍王山総合公園龍王山総合公園

黒瀬支所黒瀬支所

竹保川竹保川

猿田川猿田川黒瀬川黒瀬川

亀ヶ首池亀ヶ首池

黒瀬ダム黒瀬ダム

光路川
光路川

イ
ラ
ス
ケ
川

イ
ラ
ス
ケ
川

神
洗
川

神
洗
川

笹
野川
笹
野川

黒瀬I.C黒瀬I.C

大多田I.C大多田I.C

津江郷原線津江郷原線

丸山楢原線丸山楢原線

兼広乃美尾線兼広乃美尾線

矢野安浦線矢野安浦線

小多田安浦線小多田安浦線

岡郷東市之堂線岡郷東市之堂線

津江地区

南方地区

国近・小多田地区

中黒瀬周辺地区
広島国際大学広島国際大学

乃美尾小学校乃美尾小学校

黒瀬中学校黒瀬中学校中黒瀬小学校中黒瀬小学校

下黒瀬小学校下黒瀬小学校

上黒瀬小学校上黒瀬小学校

黒瀬高等学校黒瀬高等学校

板城西小学校板城西小学校

武田中･高等学校武田中･高等学校

兼広乃美尾線の整備推進

県道吉川大多田線の整備促進

黒瀬川及びその支流の河川改修

丸山楢原線の整備推進

東広島・呉自動車道インターチェンジを
活かした交流・流通・産業機能の充実

黒瀬川及びその流域の市街地に
おける流域治水対策

中黒瀬周辺地区における商業･
業務機能などの拠点機能の充実

東広島・呉自動車道の4車線化の促進

0 1,000 2,000m

注）	土地利用の色分けは、大きく住居系、商業･業務系、工業系に区分したもので、用途地域等、実際の規制と
	 直接対応するものではありません。

※主要道路は国･県道及び都市計画道路等
※供用済は暫定供用及び概成(ほぼ計画と同様の機能で供用済)を含む

住居系市街地
商業用地
中心商業業務地
教育・研究施設用地
医療・社会福祉施設
工業用地
レクリエーション用地
山林

農用地区域
水面
その他公共施設用地
生活・環境保全地域
鉄道
新幹線
主要道路(供用済区間)
　　〃　 (計画区間)
計画的市街地誘導地区

都市拠点

特定機能拠点

地域拠点

計画的開発ゾーン

集落形成ゾーン

道路（構想）

凡　　例

住居系市街地
商業用地
中心商業業務地
教育・研究施設用地
医療・社会福祉施設
工業用地
レクリエーション用地
山林
農用地区域
水面
その他公共施設用地
生活・環境保全地域
鉄道
新幹線
主要道路(供用済区間)
　　〃　(計画区間)
計画的市街地誘導地区
都市拠点

特定機能拠点

地域拠点

計画的開発ゾーン

集落形成ゾーン

道路（構想）

凡　　例── 20 ──



地域別構想

6．福富地域・豊栄地域

（1）拠点の整備方針　
地域拠点

•久芳地区（福富地域）において、福富ダム建設に
伴い整備された地区を中心に、ダム湖及び周辺の
自然環境の良好な景観を活かした交流機能を形
成するとともに、商業・サービスなどの生活支援機
能の充実を図り、定住促進のための環境を整備

•鍛冶屋地区（豊栄地域）において、国道375号沿
道の既成市街地における商業・サービス機能を含
めた拠点機能の維持を図るとともに、地域拠点に
ふさわしい拠点機能の集積を促進

（２）都市づくりの重点地区　
計画的開発ゾーン

•福富地区における県有未利用地の産業用地とし
ての活用

●都市計画区域として指定されていない地域であり、豊かな自然環境を活かした地域づくりを推進
しつつ、必要に応じて、農林業との調和とともに、住宅地・商業地・工業地などの土地利用の整序
を図るための都市計画制度を導入
●地域拠点における生活支援機能の維持・充実及び定住人口の増加につながる良好な居住環
境の形成
●交流機能の向上につながるアクセス環境の整備
●豊かな自然環境を活用した交流及びレクリエーション機能の充実

清武交差点 道の駅　湖畔の里福富

福富ダム

福富地域・豊栄地域の将来像
緑豊かな自然の中で、ゆとりある居住環境を備え、体験・観光などの地域資源
を活かし、新たな交流が生まれる地域

地域整備の基本的な方向

── 21 ──



第３次東広島市都市計画マスタープラン

東広島向原線東広島向原線

下竹仁久芳線下竹仁久芳線

福富バイパス福富バイパス

瀬野川福富本郷線瀬野川福富本郷線

国道375号国道375号

国道375号国道375号

国道486号国道486号

大和福富線大和福富線

吉田豊栄線吉田豊栄線
吉原清武線吉原清武線

豊栄支所豊栄支所

椋梨川椋梨川

福富ダム福富ダム

福富支所福富支所

沼
田
川

沼
田
川

河戸豊栄線河戸豊栄線

別府河内線別府河内線

三和大和線三和大和線

東広島高田道路(構想)東広島高田道路(構想)

吉舎豊栄線吉舎豊栄線

福富地区

鍛冶屋地区

久芳地区

豊栄中学校豊栄中学校
豊栄小学校豊栄小学校

旧竹仁小学校旧竹仁小学校

福富中学校福富中学校
福富小学校福富小学校 旧久芳小学校旧久芳小学校

賀茂北高等学校賀茂北高等学校

地域拠点としての生活
支援機能の維持･充実

鷹ノ巣山・板鍋山などの優れた景観や、
各種の体験型の観光・交流資源の活用

清武交差点の改良

東広島高田道路の整備促進

県道瀬野川福富本郷線の整備促進

国道375号福富バイパスの整備促進

椋梨川などの河川改修

福富地区における県未利用地の
産業用地としての活用

道の駅などの活用による
交流機能の充実

0 1,000 2,000 3,000m

東広島向原線東広島向原線

下竹仁久芳線下竹仁久芳線

福富バイパス福富バイパス

瀬野川福富本郷線瀬野川福富本郷線

国道375号国道375号

国道375号国道375号

国道486号国道486号

大和福富線大和福富線

吉田豊栄線吉田豊栄線
吉原清武線吉原清武線

豊栄支所豊栄支所

椋梨川椋梨川

福富ダム福富ダム

福富支所福富支所

沼
田
川

沼
田
川

河戸豊栄線河戸豊栄線

別府河内線別府河内線

三和大和線三和大和線

東広島高田道路(構想)東広島高田道路(構想)

吉舎豊栄線吉舎豊栄線

福富地区

鍛冶屋地区

久芳地区

豊栄中学校豊栄中学校
豊栄小学校豊栄小学校

旧竹仁小学校旧竹仁小学校

福富中学校福富中学校
福富小学校福富小学校 旧久芳小学校旧久芳小学校

賀茂北高等学校賀茂北高等学校

地域拠点としての生活
支援機能の維持･充実

鷹ノ巣山・板鍋山などの優れた景観や、
各種の体験型の観光・交流資源の活用

清武交差点の改良

東広島高田道路の整備促進

県道瀬野川福富本郷線の整備促進

国道375号福富バイパスの整備促進

椋梨川などの河川改修

福富地区における県未利用地の
産業用地としての活用

道の駅などの活用による
交流機能の充実

0 1,000 2,000 3,000m

東広島向原線東広島向原線

下竹仁久芳線下竹仁久芳線

福富バイパス福富バイパス

瀬野川福富本郷線瀬野川福富本郷線

国道375号国道375号

国道375号国道375号

国道486号国道486号

大和福富線大和福富線

吉田豊栄線吉田豊栄線
吉原清武線吉原清武線

豊栄支所豊栄支所

椋梨川椋梨川

福富ダム福富ダム

福富支所福富支所

沼
田
川

沼
田
川

河戸豊栄線河戸豊栄線

別府河内線別府河内線

三和大和線三和大和線

東広島高田道路(構想)東広島高田道路(構想)

吉舎豊栄線吉舎豊栄線

福富地区

鍛冶屋地区

久芳地区

豊栄中学校豊栄中学校
豊栄小学校豊栄小学校

旧竹仁小学校旧竹仁小学校

福富中学校福富中学校
福富小学校福富小学校 旧久芳小学校旧久芳小学校

賀茂北高等学校賀茂北高等学校

地域拠点としての生活
支援機能の維持･充実

鷹ノ巣山・板鍋山などの優れた景観や、
各種の体験型の観光・交流資源の活用

清武交差点の改良

東広島高田道路の整備促進

県道瀬野川福富本郷線の整備促進

国道375号福富バイパスの整備促進

椋梨川などの河川改修

福富地区における県未利用地の
産業用地としての活用

道の駅などの活用による
交流機能の充実

0 1,000 2,000 3,000m

注）	土地利用の色分けは、大きく住居系、商業･業務系、工業系に区分したもので、用途地域等、実際の規制と
	 直接対応するものではありません。

※主要道路は国･県道及び都市計画道路等
※供用済は暫定供用及び概成(ほぼ計画と同様の機能で供用済)を含む

住居系市街地
商業用地
中心商業業務地
教育・研究施設用地
医療・社会福祉施設
工業用地
レクリエーション用地
山林

農用地区域
水面
その他公共施設用地
生活・環境保全地域
鉄道
新幹線
主要道路(供用済区間)
　　〃　 (計画区間)
計画的市街地誘導地区

都市拠点

特定機能拠点

地域拠点

計画的開発ゾーン

集落形成ゾーン

道路（構想）

凡　　例

住居系市街地
商業用地
中心商業業務地
教育・研究施設用地
医療・社会福祉施設
工業用地
レクリエーション用地
山林
農用地区域
水面
その他公共施設用地
生活・環境保全地域
鉄道
新幹線
主要道路(供用済区間)
　　〃　(計画区間)
計画的市街地誘導地区
都市拠点

特定機能拠点

地域拠点

計画的開発ゾーン

集落形成ゾーン

道路（構想）

凡　　例── 22 ──



地域別構想

7．河内地域

（1）拠点の整備方針　
地域拠点

•中河内地区において、河内駅周辺の既存市街地
における商業・サービスなどの生活支援機能の維
持・充実

（２）都市づくりの重点地区　
計画的開発ゾーン

•河内インターチェンジに近接する元兼地区、大仙
地区及び入野地区にかけて広がる県有未利用地
の産業用地としての活用

●広島空港及び河内インターチェンジの広域・高速交通機能を活かした都市づくりの推進
●地域拠点における生活支援機能の維持・充実及び定住人口の増加につながる良好な居住環
境の形成
●交通利便性を活かした産業の振興
●豊かな自然環境を活用した交流及びレクリエーション機能の充実

河内インターチェンジ

深山峡

竹林寺

河内地域の将来像
水と緑の豊かな自然の中で、ゆとりのある居住環境や空港・鉄道などの交通利
便性を活かし、交流が盛んな活力のある地域

地域整備の基本的な方向

── 23 ──



第３次東広島市都市計画マスタープラン

JR山陽新幹線JR山陽新幹線

JR山陽線JR山陽線

山陽自動車道山陽自動車道

広島空港広島空港

河内駅河内駅

入野駅入野駅

竹林寺用倉山
県立自然公園
竹林寺用倉山
県立自然公園

国道432号国道432号

白竜湖白竜湖

沼田川沼田川

国道432号国道432号

河内I.C河内I.C

瀬野川福富本郷線瀬野川福富本郷線

瀬野川福富本郷線瀬野川福富本郷線

小田白市線小田白市線

小田白市線小田白市線

河戸豊栄線河戸豊栄線

別府河内線別府河内線

高屋河戸線高屋河戸線

東広島本郷忠海線東広島本郷忠海線
広島空港線広島空港線

河内停車場線河内停車場線

河内支所河内支所

河内駅周辺地区

元兼地区

入野地区

大仙地区

旧河内西小学校旧河内西小学校

入野小学校入野小学校

旧河内小学校旧河内小学校
河内中学校河内中学校
河内小学校河内小学校

河内高等学校河内高等学校

国道432号の整備促進

沼田川、入野川などの河川改修

竹林寺、深山峡、白竜湖
などの景勝の観光・
交流資源としての活用

元兼地区、大仙地区、入野地区における
県未利用地の産業用地としての活用

入野駅周辺における
臨空機能の活用方策の検討

河内駅周辺における
生活支援機能の維持･充実

入野駅における
バリアフリー化などの推進

河内駅における
バリアフリー化などの推進

既存住宅団地における
居住環境の向上

0 1,000 2,000m

注）	土地利用の色分けは、大きく住居系、商業･業務系、工業系に区分したもので、用途地域等、実際の規制と
	 直接対応するものではありません。

※主要道路は国･県道及び都市計画道路等
※供用済は暫定供用及び概成(ほぼ計画と同様の機能で供用済)を含む

住居系市街地
商業用地
中心商業業務地
教育・研究施設用地
医療・社会福祉施設
工業用地
レクリエーション用地
山林

農用地区域
水面
その他公共施設用地
生活・環境保全地域
鉄道
新幹線
主要道路(供用済区間)
　　〃　 (計画区間)
計画的市街地誘導地区

都市拠点

特定機能拠点

地域拠点

計画的開発ゾーン

集落形成ゾーン

道路（構想）

凡　　例

住居系市街地
商業用地
中心商業業務地
教育・研究施設用地
医療・社会福祉施設
工業用地
レクリエーション用地
山林
農用地区域
水面
その他公共施設用地
生活・環境保全地域
鉄道
新幹線
主要道路(供用済区間)
　　〃　(計画区間)
計画的市街地誘導地区
都市拠点

特定機能拠点

地域拠点

計画的開発ゾーン

集落形成ゾーン

道路（構想）
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地域別構想

8．安芸津地域

拠点の整備方針　
地域拠点

•安芸津駅周辺地区の既成市街地における商業・
サービスなどの生活支援機能を維持・充実

•島しょ部との交流や海上輸送の拠点として安芸津
港周辺の交通機能を向上させるとともに、行政・医
療・福祉・生涯学習などの機能が集積した拠点を
形成

●外周を海と山に囲まれた地形の特徴を活かし、コンパクトで機能的な市街地の形成
●地域拠点における生活支援機能の維持・充実及び定住人口の増加につながる良好な居住環
境の形成
●港などの沿岸地域における「浜の活力」の創出
●水と緑の自然環境を活用した交流及びレクリエーション機能の充実

国道185号安芸津バイパス 安芸津の牡蠣

保野山眺望

安芸津地域の将来像
瀬戸内海に臨む豊かな自然環境の中で、農業・水産業・観光などの地域資源を
活かし、にぎわいと交流を生み出す地域

地域整備の基本的な方向
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風早停車場線風早停車場線

内海三
津線

内海三
津線

安芸津停車場線安芸津停車場線

瀬戸内海国立公園瀬戸内海国立公園

安芸津港安芸津港

大崎上島へ大崎上島へ

三津湾三津湾

龍王島龍王島

藍之島藍之島

大芝島大芝島

小芝島小芝島

国道18
5号

国道18
5号

三津
小学校
三津
小学校

木谷小学校木谷小学校

JR呉線JR呉線

安芸津支所安芸津支所

安芸津下三永線

安芸津下三永線

国道185号国道185号

安芸津バイパス安芸津バイパス

豊田高等学校豊田高等学校

風早小学校風早小学校

安芸津中学校安芸津中学校

風早駅風早駅

安芸津駅安芸津駅

安芸津駅周辺地区における行政・医療・福祉・
生涯学習など生活・交流拠点としての機能の充実

国道185号安芸津
バイパスの整備促進

三津大川などの河川改修

高潮対策の推進

安芸津駅における
バリアフリー化などの推進

風早駅における
バリアフリー化などの推進

大芝島、小芝島、龍王島、
赤崎地区など、瀬戸内海に
映える景観や自然の
観光・交流資源としての活用

港などの沿岸地域における
「浜の活力」の創出

安芸津駅・安芸津港周辺
における交通機能の充実

臨港地区を含めた安芸津港湾区域
内における施設の老朽化対策及び
港湾機能の確保・充実

安芸津駅周辺地区

0 1,000 2,000

注）	土地利用の色分けは、大きく住居系、商業･業務系、
	 工業系に区分したもので、用途地域等、実際の規制と
	 直接対応するものではありません。

※主要道路は国･県道及び都市計画道路等
※供用済は暫定供用及び概成(ほぼ計画と同様の機能で供用済)を含む

住居系市街地
商業用地
中心商業業務地
教育・研究施設用地
医療・社会福祉施設
工業用地
レクリエーション用地
山林

農用地区域
水面
その他公共施設用地
生活・環境保全地域
鉄道
新幹線
主要道路(供用済区間)
　　〃　 (計画区間)
計画的市街地誘導地区

都市拠点

特定機能拠点

地域拠点

計画的開発ゾーン

集落形成ゾーン

道路（構想）

凡　　例

住居系市街地
商業用地
中心商業業務地
教育・研究施設用地
医療・社会福祉施設
工業用地
レクリエーション用地
山林
農用地区域
水面
その他公共施設用地
生活・環境保全地域
鉄道
新幹線
主要道路(供用済区間)
　　〃　(計画区間)
計画的市街地誘導地区
都市拠点

特定機能拠点

地域拠点

計画的開発ゾーン

集落形成ゾーン

道路（構想）
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